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2
月
16
日
、
中
区
役
所
ホ
ー
ル
に

お
い
て
「
令
和
５
年
度　

健
康
づ
く

り
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
、
各
区

の
単
位
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
方
3
4
0
名
、
体

験
参
加
者
（
老
人
ク
ラ
ブ
未
加
入
の

高
齢
者
）
10
名
、
総
数
約
3
5
0
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
に
入
る
前

に
、
今
年
１
月
1

日
の
能
登
半
島
地

震
で
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
へ
追
悼
の

意
を
表
し
黙
と
う

を
捧
げ
ま
し
た
。　

は
じ
め
に
主
催

者
を
代
表
し
て
犬

飼
鐐
治
市
老
連
会

長
が
あ
い
さ
つ
に

立
ち
、「
健
康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
は
、

会
員
の
皆
さ
ま
に
心
身
と
も
に
健
康

で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
過
ご
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
高
齢
期
に
お

け
る
健
康
管
理
、
お
よ
び
健
康
づ
く

り
に
つ
い
て
学
び
、
日
々
の
生
活
に

生
か
し
て
い
た
だ
く
目
的
で
開
催
し

て
い
ま
す
。
な
ご
や
か
ク
ラ
ブ
名
古

屋
で
は
“
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、

担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
”
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
生
き
が
い
と
健
康
づ
く

り
の
推
進
・
仲
間
づ
く
り
の
推
進
・

地
域
づ
く
り
の
推
進
と
い
う
基
本
方

針
の
も
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。本
日
の
講
演
は
、

私
た
ち
高
齢
者
に
は
非
常
に
関
わ
り

の
深
い
事
柄
で
大
切
な
内
容
で
あ
り

ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
を
今
後
の

生
活
に
生
か
し
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
ご
自
身
の
地
域
の
会
員
、
あ
る

い
は
ご
家
族
や
お
知
り
合
い
の
皆
さ

ま
に
話
し
て
い
た
だ
き
、
本
日
の
セ

ミ
ナ
ー
を
実
り
あ
る
も
の
と
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

次
に
N
P
O
法
人
サ
ポ
ー
ト
フ

レ
ッ
シ
ュ
の
磯
村
陽
子
理
事
長
と
愛

知
県
警
察
本
部
生
活
安
全
総
務
課
の

中
川
元
宏
課
長
補
佐
を
迎
え
て
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
講
演
要
旨

　

高
齢
者
の
見
守
り
支
援
と

　
　
特
殊
詐
欺
防
止
に
つ
い
て

　

～
啓
発
用
品
～

　
　

N
P
O
法
人
サ
ポ
ー
ト
フ
レ
ッ
シ
ュ

　
　
理
事
長   

磯
村 

陽
子 

氏

　

高
齢
者
の
見
守

り
支
援
事
業
と
し

て
愛
知
県
共
同
募

金
会
の
配
分
金
で

作
成
し
た
蓄
光
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
配

布
し
て
い
ま
す
。
カ
バ
ン
な
ど
に
付

け
て
特
殊
詐
欺
に
気
を
つ
け
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
夜
間
に
良
く
光
り

ま
す
の
で
、
交
通
安
全
と
し
て
も
役

立
て
ら
れ
ま
す
。

　

～
防
犯
講
話
～

　
　

愛
知
県
警
察
本
部
生
活
安
全
総
務
課

　
　

課
長
補
佐   

中
川 

元
宏 

氏

　

詐
欺
の
手
口
は

大
き
く
分
け
て
4

つ
あ
り
ま
す
。

①
オ
レ
オ
レ
詐
欺

②
預
貯
金
詐
欺
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
詐
欺
盗 

③
還
付
金
詐
欺 

④
架
空

料
金
請
求
詐
欺

　

近
年
、
特
殊
詐
欺
被
害
が
増
加
し

て
お
り
、
特
に
愛
知
県
が
狙
わ
れ
て

い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。「
自
分
は

絶
対
に
引
っ
掛
か
ら
な
い
」
と
思
っ

て
い
る
方
は
要
注
意
で
す
。
国
内
だ

け
で
な
く
海
外
か
ら
も
狙
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
意
識
し
て
し
っ
か
り
対
策

を
と
り
ま
し
ょ
う
。（
2
頁
に
続
く
）
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11
月
29
日
、
名
古
屋
市
総
合
福

祉
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
基
本
テ
ー
マ
は
「
人
生

1
0
0
年
時
代
に
お
け
る
老
人
ク

ラ
ブ
の
役
割
」
で
す
。
各
区
か
ら

参
加
し
た
女
性
リ
ー
ダ
ー
お
よ
び

区
老
連
会
長
な
ど
1
2
0
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
際
し
、
犬
飼
会
長
が
あ

い
さ
つ
。
続
い
て
地
域
問
題
研
究

所
の
池
田
哲
也
氏
を
講
師
に
迎
え

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

講
演
会
で
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
意
見
交
換
会
も
実
施
。
活
発

に
意
見
が
飛
び
交
い
、
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

◆
講
演
要
旨

　

ク
ラ
ブ
活
動
を

　
　
楽
し
む
8
つ
の
ヒ
ン
ト

　
　
　
地
域
問
題
研
究
所

　
　
　  

代
表   

池
田 

哲
也 

氏

　

老
人
ク
ラ
ブ

活
動
の
原
点
は

「
楽
し
む
こ
と
」

で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
誰
で
も
楽
し
い
こ
と
に

は
積
極
的
に
な
れ
ま
す
。
会
員
が

生
き
生
き
と
楽
し
そ
う
に
活
動
し

て
い
る
こ
と
が
結
果
的
に
会
員
拡

大
に
つ
な
が
る
と
い
え
ま
す
。
何

よ
り
会
員
の
満
足
度
が
上
が
り
ま

す
。

　

会
員
数
減
少
は
課
題
で
す
が
、

勧
誘
の
前
に
ま
ず
は
皆
さ
ん
が
長

く
会
員
を
続
け
る
こ
と
が
大
事
。

そ
の
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
に
楽

し
さ
や
魅
力
を
つ
く
っ
て
い
く

か
、
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
伝
え
て

い
く
か
、
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
に
な

り
ま
す
。

　

地
域
の
状
況
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
は
さ
ま
ざ
ま
。
そ
れ
ぞ
れ
に
合

わ
せ
て
活
動
の
内
容
や
参
加
方
法

も
検
討
が
必
要
で
す
。
マ
ン
ネ
リ

化
し
て
い
る
活
動
や
コ
ロ
ナ
禍
に

で
き
な
く
て
も
困
ら
な
か
っ
た
こ

と
な
ど
は
見
直
し
て
も
い
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
参
加
方
法
も
多
様

に
あ
る
の
が
理
想
で
す
。

  

老
人
ク
ラ
ブ
は
ご
近
所
付
き
合

い
の
延
長
に
あ
り
、
歩
い
て
会
い

に
行
け
る
仲
間
が
い
る
の
は
幸
せ

な
こ
と
で
す
。
ク
ラ
ブ
活
動
は
高

齢
者
の
知
力
や
体
力
の
低
下
を
遅

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
、
健
康
に
プ

ラ
ス
の
影
響
を
与
え
ま
す
。
何
よ

り
元
気
な
う
ち
に
入
会
す
れ
ば

「
老
人
ク
ラ
ブ
は
楽
し
い
」
と
、

早
く
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

  

ク
ラ
ブ
活
動
を
楽
し
む
ポ
イ
ン

ト
を
冊
子
に
ま
と
め
ま
し
た
。
ぜ

ひ
地
域
に
持
ち
帰
っ
て
、
今
後
の

活
動
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（
1
頁
か
ら
の
続
き
）
続
い
て
名

古
屋
市
立
大
学

大
学
院
特
任
准

教
授
の
川
出
義

浩
氏
を
迎
え
て

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
講
演
要
旨

　
コ
ロ
ナ
の
教
訓
か
ら
の

　
　
健
康
戦
略

　
～
薬
剤
師
の
知
恵
で

　
　
フ
レ
イ
ル
予
防
と

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
～

　
　
名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院

　
　
医
学
研
究
科
総
合
診
療
医
学
・

　
　
総
合
内
科
学

　
　

特
任
准
教
授   

川
出 

義
浩 

氏

⑴
有
事
に
備
え
る

　

令
和
6
年
元
日
に
起
き
た
能
登

半
島
地
震
や
コ
ロ
ナ
禍
を
振
り
返

り
、
有
事
に
備
え
る
た
め
に
は
普

段
か
ら
健
康
管
理
を
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

〈
保
険
証
が
な
く
て
も
医
療
機
関

で
受
診
が
で
き
る
〉

　

も
し
有
事
の
際
に
持
っ
て
い
な

く
て
も
保
健
医
療
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
を
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

〈
D
M
A
T（
デ
ィ
ー
マ
ッ
ト
）〉

　

医
師
1
名
、
看
護
師
2
名
、
業

務
調
整
員
1
名
で
構
成
、
救
命
の

た
め
の
専
門
的
な
訓
練
を
受
け
た

医
療
チ
ー
ム
。
災
害
後
48
時
間
以

内
に
活
動
で
き
る
機
動
性
を
持
っ

て
い
ま
す
。
災
害
時
、
助
け
が
必

要
な
場
合
に
D
M
A
T
の
文
字
を

見
た
ら
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

〈
飲
ん
で
い
る
薬
の
名
前
を
覚
え  

ま
し
ょ
う
〉

　

お
薬
手
帳
が
な
い
場
合
な
ど
を

想
定
し
て
、
今
服
用
し
て
い
る
薬

の
名
前
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
覚
え
ら
れ
な
い
場
合
は
メ
モ

を
財
布
に
入
れ
て
お
い
て
も
良
い

で
す
。
薬
は
常
に
最
低
3
日
分
は

持
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

〈
災
害
時
高
齢
者

　  

医
療
マ
ニ
ュ
ア
ル
〉

〈
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

現
在
の
状
況
〉

　

ア
フ
リ
カ
な
ど
1
・
2
回
し
か

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し
て
い
な
い
国

が
あ
り
、
そ
の
国
か
ら
広
が
っ
て

ま
た
日
本
へ
入
っ
て
く
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
対
策
を
続

け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

⑵
平
時
か
ら
の
健
康
維
持
・
フ
レ

　
イ
ル
予
防
・
慢
性
疾
患
の
管
理

　（
薬
剤
師
の
知
恵
）

〈
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
〉

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
老
い
を
迎

え
、
人
生
の
最
後
ま
で
、
そ
の
人

ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
医
療
、
介

護
、
生
活
支
援
が
で
き
る
社
会
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
介
護
予
防
の

た
め
に
日
頃
か
ら
ご
自
身
の
健
康

状
況
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
不
安

が
あ
る
場
合
は
「
い
き
い
き
支
援

セ
ン
タ
ー
」へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
フ
レ
イ
ル
〉

　

フ
レ
イ
ル
と
は
健
康
な
状
態
と

要
介
護
の
状
態
の
中
間
に
あ
た
り

ま
す
。
要
介
護
に
な
っ
て
し
ま
う

と
健
康
な
状
態
に
戻
る
こ
と
が
困

難
で
す
。
そ
う
な
る
前
に
対
策
を

し
ま
し
ょ
う
。
フ
レ
イ
ル
予
防
と

し
て
大
事
な
の
は
「
運
動
」「
栄

養
」「
口
腔
ケ
ア
」「
疾
患
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
」
で
す
。
フ
レ
イ
ル
は

「
身
体
的
」「
精
神
・
心
理
的
」「
社

会
的
」
の
3
つ
の
要
素
が
あ
り
、

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
、
人
と
の

つ
な
が
り
も
フ
レ
イ
ル
予
防
と
し

て
大
事
な
こ
と
で
す
。

〈
薬
剤
師
が
確
認
す
る
「
ア
ド
ヒ

ア
ラ
ン
ス
」
と
は
〉

　

薬
剤
師
は
薬
の
確
認
だ
け
で
は

な
く
積
極
的
に
治
療
方
針
の
決
定

に
参
加
し
、 

そ
の
決
定
に
従
っ
て

治
療
を
受
け
て
い
る
か
み
て
い
ま

す
。
薬
の
管
理
や
相
談
な
ど
治
療

と
日
常
生
活
の
両
立
に
つ
い
て
薬

剤
師
と
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
！

⑶
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

　

新
し
い
つ
な
が
り
を
築
く
こ
と

で
、 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
が
よ
り

活
気
づ
い
て
い
き
ま
す
。
地
域
活

性
化
の
た
め
に
防
災
訓
練
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
う
こ
と
で
心
身
に
好
影
響

が
あ
る
こ
と
が
健
康
調
査
で
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
の

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
認
知
機

能
の
低
下
、
死
亡
リ
ス
ク
の
増
加

を
防
ぐ
こ
と
が
望
め
ま
す
。

　

社
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な

が
り
が
フ
レ
イ
ル
の
予
防
に
も
な

り
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
老
人
ク

ラ
ブ
や
地
域
の
活
動
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

ロビーでは各区老連会員によるロビーでは各区老連会員による
手作り作品が展示されました。手作り作品が展示されました。
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昨
年
7
月
、
市
老

連
会
長
及
び
副
会
長

が
代
表
し
て
名
古
屋

市
役
所
を
訪
ね
、
市

に
要
望
し
た
な
ご
や

か
ク
ラ
ブ
名
古
屋
の

予
算
要
望
事
項
に
つ

い
て
、
令
和
６
年
２

月
の
市
老
連
理
事
会

で
市
側
か
ら
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

要
望
①
『
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
の
広
報
に
つ

い
て
』　

地
域
に
お

住
ま
い
の
方
の
中
に

は
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
ご
存
知
な

い
方
が
ま
だ
ま
だ
多
く
み
え
ま
す
。

広
報
な
ご
や
な
ど
行
政
の
広
報
を
通

じ
て
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が

6
年
度
は
加
入
促
進
啓
発
ポ
ス
タ
ー

や
チ
ラ
シ
作
成
等
の
予
算
が
増
額
さ

れ
ま
し
た
。

要
望
②
『
運
営
補
助
金
の
申
請
・
精

算
報
告
な
ど
事
務
の
簡
素
化
に
つ

い
て
』　

会
員
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞

き
な
が
ら
改
善
を
進
め
て
お
り
ま

す
が
、
6
年
度
は
補
助

金
申
請
・
精
算
報
告
様

式
の
収
入
欄
を
省
略
す

る
と
と
も
に
、
活
動
必

携
の
記
載
内
容
も
分
か

り
や
す
く
改
訂
さ
れ
ま

す
。

要
望
③
『
茶
菓
子
代
の

補
助
上
限
ア
ッ
プ
に
つ

い
て
』　

ク
ラ
ブ
活
動

に
伴
う
茶
菓
子
代
で
市

か
ら
の
運
営
補
助
金
の

上
限
額
は
1
回
1
人
に

つ
い
て
2
0
0
円
ま
で

で
し
た
が
、
物
価
高
騰

の
た
め
、
6
年
度
か
ら
3
0
0
円
ま

で
と
な
り
ま
す
。

　

犬
飼
会
長
は
「
名
古
屋
市
か
ら
は

5
年
度
に
運
営
補
助
金
の
増
額
を

図
っ
て
い
た
だ
き
、
6
年
度
に
向
け

て
も
な
ご
や
か
ク
ラ
ブ
の
要
望
に
ご

対
応
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
員
の

皆
さ
ん
の
ご
支
援
の
お
か
げ
で
す
。

今
後
も
ク
ラ
ブ
活
動
の
一
層
の
活
性

化
・
会
員
数
増
に
向
け
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
す
。

名
古
屋
市
へ
の
予
算
要
望
結
果
に
つ
い
て

― 

茶
菓
子
代
の
補
助
上
限
3
0
0
円
に
ア
ッ
プ
！ 

―

《
事
業
計
画
》

1
設
立
60
周
年
を
記
念
す
る
事
業
の

　

実
施

⑴
設
立
60
周
年
記
念
芸
能
大
会
の
開
催

⑵
設
立
60
周
年
記
念
誌
の
刊
行

⑶
設
立
60
周
年
記
念
を
冠
し
た
事
業

の
開
催

2
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
の
推
進

⑴
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
活
動

▼
フ
レ
イ
ル
予
防
の
推
進　

▼
多

様
な
通
い
の
場
づ
く
り
の
推
進　

▼
史
跡
散
策　

▼
お
花
見
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ（
4
月
）　

▼
健
康
づ
く
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
11
月
）　

▼
七
福

神
め
ぐ
り（
2
月
）　

▼
健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン
や
シ
ニ
ア
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
等

遊
び
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
行
事

の
開
催

⑵
シ
ニ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

▼
世
代
間
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
6
月
）　

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会（
10
月
）　

▼
ボ
ッ
チ
ャ
競

技
大
会
（
12
月
）　

▼
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
区
対
抗
団
体
戦
指
導

者
養
成
大
会（
3
月
）　

▼
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
器
具
の
貸
出

⑶
第
36
回
全
国
健
康
福
祉
祭
鳥
取
大

会
へ
の
参
加（
10
月
19
日
～
22
日
）

3
仲
間
づ
く
り
の
推
進

⑴「
会
員
増
強
の
５
つ
の
取
り
組
み
」

　

①
解
散
ク
ラ
ブ
を
な
く
そ
う

　

②
会
員
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う

　

③
年
間
１
ク
ラ
ブ
１
名
増
や
そ
う

　

④
ク
ラ
ブ
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う

　

⑤
ク
ラ
ブ
を
つ
く
ろ
う

⑵
ク
ラ
ブ
活
動
を
地
域
に
周
知
す
る

広
報
・
声
掛
け
の
実
施

⑶
町
内
会
等
と
の
連
携
に
よ
る
会
員

加
入
の
促
進

⑷
会
員
増
強
に
努
め
た
学
区
老
連
や

単
位
ク
ラ
ブ
の
顕
彰

⑸
ク
ラ
ブ
の
な
い
町
内
の
参
加
希
望

者
や
解
散
し
た
ク
ラ
ブ
会
員
の
近

隣
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会
促
進

⑹
ク
ラ
ブ
未
設
置
学
区
の
解
消

4
高
齢
者
の
日
常
生
活
を
支
え
る
友

　

愛
活
動「
５
つ
の
活
動
」の
推
進

⑴
友
愛
活
動
班
と
友
愛
活
動
員
に
よ

る
生
活
支
援
活
動
の
推
進

⑵
多
様
な
通
い
の
場
づ
く
り
の
推
進

⑶
見
守
り
支
援
活
動
の
推
進

⑷
健
康
づ
く
り
支
援

⑸
情
報
伝
達
支
援

5
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成

⑴
研
修
活
動

▼
新
任
会
長
研
修
会（
7
月
）▼
東

海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
（
福
井
県
・
７

月
）　

▼
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

（
神
奈
川
県
・
11
月
）　

▼
女
性

リ
ー
ダ
ー
研
修
会（
11
月
）

⑵
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
強
化

▼
単
位
ク
ラ
ブ
へ
の
女
性
リ
ー

ダ
ー
の
設
置
推
進　

▼
区
老
連
で

女
性
役
員
の
増
加

⑶
「
な
ご
や
か
ク
ラ
ブ
運
営
事
務
相

談
室
」で
の
相
談
対
応

6
社
会
奉
仕
活
動
等
の
推
進

⑴
老
人
の
日（
9
月
15
日
）・
老
人
週
間

（
9
月
15
日
～
21
日
）の
取
り
組
み

⑵
全
国
一
斉
社
会
奉
仕
の
日
（
9
月

20
日
）の
取
り
組
み

⑶
市
老
連
一
斉
社
会
奉
仕
の
日
（
5

月
20
日
、
12
月
20
日
）の
取
り
組
み

⑷
高
齢
者
の
交
通
安
全
運
動
、防
犯
・

防
火
活
動
、
自
主
防
災
活
動
等
の

推
進

7
広
報
・
調
査
活
動

⑴
機
関
紙
の
発
行（
年
４
回
、
全
ク
ラ

ブ
会
員
等
へ
配
付
）と
内
容
の
充
実

⑵
市
老
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し

た
組
織
内
外
へ
の
広
報

⑶
ク
ラ
ブ
活
動
に
お
け
る
好
事
例

の
紹
介
を
通
じ
た
活
動
の
魅
力
度

ア
ッ
プ

⑷
会
員
外
に
も
届
く
ク
ラ
ブ
活
動
の

幅
広
い
広
報
・
Ｐ
Ｒ

⑸
公
益
社
団
法
人
と
し
て
の
設
立
趣

旨
を
ふ
ま
え
た
会
員
外
の
方
の
行

事
参
加

⑹
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
章
の
普
及
、
老

人
ク
ラ
ブ
傷
害
・
賠
償
保
険
の
加

入
促
進

⑺
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
関
す
る
各
種

調
査
及
び
資
料
の
収
集
、
提
供

⑻
全
老
連
が
実
施
し
た
ク
ラ
ブ
実
態

調
査
の
分
析
及
び
対
応

8
関
係
機
関
・
関
係
団
体
と
の
連
携

及
び
交
流

⑴
公
益
財
団
法
人
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
と
の
連
携

⑵
都
道
府
県
・
指
定
都
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
と
の
連
携

⑶
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
く
ら
ぶ
（
企
業
退
職
者

の
会
）と
の
交
流　

⑷
学
区
連
絡
協
議
会
や
社
会
福
祉
協

議
会
等
と
の
連
携
強
化

⑸
子
ど
も
会
等
地
域
団
体
と
の
交
流

※
事
業
運
営
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
た
め
の
新
し
い
生
活
様
式
に
基

づ
く
ク
ラ
ブ
活
動
の
実
践

　
市
老
連
は
、
今
年
度
、
設
立
60
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

そ
こ
で
先
人
た
ち
が
築
い
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
功
績
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
会
員
相
互
の
一
層
の
交
流
及
び
会
員
の
加
入
促
進
を
め
ざ

し
、「
の
ば
そ
う
！ 

健
康
寿
命
、
担
お
う
！ 

地
域
づ
く
り
を
」の
テ
ー

マ
の
も
と
、
次
の
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
老
連
令
和
6
年
度
事
業
計
画
と
予
算

令和6年度 収支予算書　　　 （単位：円）
科　　目 本年度予算額 備　　考

Ⅰ 一般正味財産増減の部
　1.経常増減の部
⑴経常収益

①受取入会金 18,000 6クラブ ×＠3,000 
②受取会費 3,600,000 1,000クラブ ×＠3,600 
③受取補助金等 111,567,780 名古屋市等からの補助金
④受取寄付金 502,000
⑤受取負担金 432,000

⑥雑収益 404,920 広告収入・預金利息・老人
クラブ傷害保険の広告費等

　経常収益計A 116,524,700
⑵経常費用

①事業費支出　 105,968,280 健康づくり事業、友愛
活動事業等に係る経費

②管理費支出　 13,324,760 法人運営に係る経費
　経常費用計B 119,293,040
　当期経常増減額
　 C＝AーB △2,768,340

　2．経常外増減の部
⑴経常外収益計D 0
⑵経常外費用計E 0
　当期経常外増減額
　F＝DーE 0

　当期一般正味財産増減額
　G＝C＋F △2,768,340

　一般正味財産期首残高H 25,847,969
　一般正味財産期末残高
　I＝G＋H 23,079,629

Ⅱ 正味財産期末残高 23,079,629
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蓮
教
寺
の
本
堂
は
、
平
成
28
年
11
月
11

日
に
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
3
0
8
年
前
の
正
徳
6
年
、
現

在
の
地
に
移
転
し
、天
保
12
年
刊
行
の「
尾

張
名
所
図
会
」に
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
秋
に
名
東
区
な
ご
や
か
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
課
外
講
座
と
し
て
蓮
教
寺
を

訪
れ
ま
し
た
。
本
堂
内
に
は
金
箔
が
貼
ら

れ
た
柱
、
7
種
の
雅
楽
器
を
奏
で
る
天
女

の
浮
彫
の
欄
間
、
そ
の
奥
の
壇
に
は
御
本

尊
阿
弥
陀
如
来
が
衆
生
を
迎
え
に
歩
み
だ

さ
れ
る
姿
の
立
像
が
安
置
さ
れ
、
三
井
住

職
か
ら
沿
革
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
住
職
自
ら
奏
で
ら
れ
る

笙
に
よ
る
「
君
が
代
」
に
耳
を
傾
け
、
雨

の
古
刹
を
1
3
8
名
が
味
わ
い
ま
し
た
。

■
交
通   

地
下
鉄「
星
ヶ
丘
」駅
バ
ス
タ
ー

　
ミ
ナ
ル
か
ら
市
バ
ス
幹
星
丘
1
号
系
統

　「
星
ヶ
丘
」
行
き
右（
左
）回
り
循
環
に

　
乗
り
「
極
楽
西
」
下
車
、
徒
歩
約
5
分 

［
七
十
三
］

名東区  法雲山蓮教寺

　1月1日、石川県能登半島を震源に震度7の激しい揺れを観測した
地震は、建物倒壊や土砂災害、地盤の隆起など甚大な被害をもたらし
ました。多くの犠牲者発生とともに、電気・ガス・水道などライフライン
が止まり、寒さの中で多くの被災者が厳しい避難生活を余儀なくされて
います。被災地域の多くの高齢者の方は名古屋市と同じ東海・北陸ブロッ
クに属されています。
　今回の緊急事態に対し、なごやかクラブ名古屋としては全国老人クラ
ブ連合会と連携し「令和6年能登半島地震災害救援拠金」の募金活動
を実施しています。被災地の高齢者への励ましと老人クラブ等への救援・
支援を目的としており、皆様方のご理解とご支援をお願い申し上げます。
なお、募金については各区老連を通じてお願いしています。

　多くの区老連が会員数を減ら
す中、昭和区老連は、令和 4
年度中に 24 名の増員がありま
した。その秘訣を会長の伊藤
彰さんにお伺いしました。
　「私たちは事業実施計画にあ

る『仲間づくりの推進』の取り組みとしてまず
は、会員減少に歯止めをかけることに
重点を置きました。この活動では
会員やクラブを増やすことを意識
しすぎないよう、会員増強の取
り組みを昨年優勝した阪神タイ
ガースに倣って『アレ』と表現す
るのもよいかもしれません。老
人クラブは、単なる趣味や愛好家
の団体ではなく、高齢者が心身の
健康維持や自立した生活ができるよう
地域で多くの行事を行うなど、自主的・積極
的な組織です。またクラブの運営にあたっては
行政からの支援もあり、その活動は行政の高齢
者施策を補完している一面もあります。しかし、
人生100 年時代を迎え、高齢者数が増加して、
生活の質の維持・向上や社会との繋がりがます
ます大切になっています。一方、平成10 年前後

をピークに会員数の減少が止まりません。老後
の過ごし方の選択肢がほとんどなかった時代と
は異なり、現代では定年の延長や再雇用で働く
人、自分の好きなことに打ち込んでおられる人
など、多種多様な生き方をされている人が増え
てきています。こうした中、老人クラブのメリッ
トや役割をご理解いただき入会していただけ

るような取り組みが重要になっていま
す。年齢を重ねるごとに新しいこと
との出会いが少なくなり、他者と
交流する機会も減って、自宅にい
る時間が増えるため高齢者は孤
独化します。そして知力・体力の
衰えがフレイルへと繋がります。
数年後には 65歳以上の 5人に1
人、およそ 700万人が認知症にな

ると推計されています。高齢者が社会
的な閉じこもりから
脱出して活動できる場
所として老人クラブの
受け皿づくりと、多く
の方の入会が求められ
ています」と語ってみ
えました。

伊藤会長伊藤会長

昭和区老連のホームページ

◆ 特定の人気行事（旅行・麻雀）のみ参加したいという希望者も受け
　 入れている。この場合、会費は満額徴収している。
◆ ７クラブで同一行動を多くしている。行事などを共同で行って一体
　 感を持つ。
◆ 女性会単体での活動ができなくなっている地域になごやかクラブとの交
　 流を勧め、NAC（なごやか・安心・クラブ）の名称で老人クラブに登録した。
◆ 解散の申し出があったクラブに対して、区政委員や民生委員の協力
　 で声掛けを実施したところ、次期会長も決まり会員も増加した。
◆ 町内の老人クラブ会員が一定数以上いる場合は、他の地域・学区
　 の方に入会しても良いと学区には了解を得ているので、学区の補助
　 や会員からの不満は出ていない。
◆ 他団体に呼びかけて行事を共同開催したところ、役員の方に老人
　 クラブの入会資格者が多くいて入会に繋がった。
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「
ヘ
ル
メ
ッ
ト 

か
ぶ
れ
ば
減
ら
せ
る 

死
亡
事
故
」

な
ご
や
か
ク
ラ
ブ

交
通
安
全
標
語 　

昨
年
11
月
24
日
、
市
老

連
恒
例
の
健
康
づ
く
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
第
16
回
大

会
が
千
種
区
の
東
山
公
園

一
帯
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
初
11
月
17
日
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
し
た

が
、雨
天
と
な
っ
た
た
め
、

24
日
に
延
期
と
な
り
ま
し

た
。
当
日
は
快
晴
に
恵
ま

れ
、
寒
さ
も
和
ら
ぎ
、
絶

好
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
和

と
な
り
ま
し
た
。

　

受
付
を
済
ま
さ
れ
た
方

か
ら
順
次
ス
タ
ー
ト
し
、

5
0
0
名
の
方
が
紅
葉
を

眺
め
つ
つ
、
仲
間
と
会
話

を
弾
ま
せ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
1
日
、
東
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
て
第
1
回
ボ
ッ

チ
ャ
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
老
連
で
は
令
和
2
年

度
か
ら
、
ボ
ッ
チ
ャ
の
研
修
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年

度
は
い
よ
い
よ
競
技
大
会
の
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
16
区
か
ら
各
区
3
名
1
チ
ー
ム
で
、
48
名
が
参
加
。

今
回
は
1
試
合
4
エ
ン
ド
で
2
試
合
を
行
い
そ
の
合
計
で
順
位

を
決
定
す
る
方
式
と
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
健
康
に
よ
い
。」

「
楽
し
い
。」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
反
面
、
審
判
は
、
正
確
な

ジ
ャ
ッ
ジ
を
求
め
ら
れ
て
、
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
令
和
6
年
度

も
ま
ず
、
ボ
ッ
チ
ャ
研
修
会
（
審
判

養
成
講
座
）
を
行
い
、
審
判
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
り
、
第
２
回
の
競
技
大
会

に
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　旅にはトラブルや変更が付きまといます。朝、「泉福寺へは道は未舗装で
狭いため、大型バスの通行は困難」との運転手さんからの指摘に参拝は断
念。また、年末に伊良湖ビューホテルの厨房でボヤがあり、やむなく食事の
会場を崋山会館に変更しました。それでも地元の和食、洋食、中華の専門
店に料理を持ち寄ってもらい、なんとか、ビュッフェ形式で食事を用意する
ことができました。
　とはいえ、天気は快晴で気温も比較的暖かく、コートを気にすることな
く快適に散策することができました。渡辺崋山の墓がある城宝寺や西行法
師ゆかりの瑪瑙寺、太平洋が一望できる法林寺、鶴翼の山門を備えた常光
寺、恵比寿尊天を祀る成道寺と由緒ある古刹をめぐることができました。
　旅の終わりは買い物タイム。今回は道の駅めっくんはうす。今が最盛期
のキャベツの他、ミカン・イチゴ・ブロッコリーなど果物や野菜、これらを
材料にしたお菓子などを皆さん買い物して楽しんでおられました。
　「来年はどこですか」「食事はおいしかった」「バスや散策でみんなとおしゃ
べりができた」「この旅行で友人ができた」「久々にまとまった距離を歩けた」
と好評をいただきました。次回も楽しみにしてください。



わたしたちは、名古屋市老人クラブ連合会の活動を応援しています

令和 6 年（2024 年）4 月 1 日発行 （ 6 ）第 73 号

　

内
山
学
区
老
人
会
寿
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
会
員
が
所
在
す
る
町
内
は
、
Ｊ

Ｒ
千
種
駅
と
地
下
鉄
の
東
山
線
と
桜

通
線
の
交
わ
る
今
池
駅
を
擁
し
、
今

池
の
繁
華
街
と
、
意
外
と
静
か
な
下

町
、
内
山
一
丁
目
、
二
丁
目
、
三
丁

目
と
い
う
商
店
街
や
住
宅
地
の
混
在

し
て
い
る
街
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
近
年
で
は
、
名
古
屋
駅
か
ら
地

下
鉄
の
2
線
、Ｊ
Ｒ
中
央
線
と
も
に
、

10
分
位
で
行
き
来
す
る
事
が
で
き
る

と
い
う
交
通
の
利
便
性
か
ら
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
地

域
の
中
で
孤

立
し
が
ち
な

高
齢
者
の
憩

い
の
場
所
と

し
て
、
内
山

コ
ミ
ニ
ュ

テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
が
あ

り
、
こ
こ
を

中
心
と
し
て

ク
ラ
ブ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
連
合

会
は
単
位
老
人
ク

ラ
ブ
13
の
団
体
で

構
成
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

毎
月
の
定
例
会

議
で
は
活
発
な
議

論
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
部
の

活
動
は
健
康
増
進

と
友
好
を
図
る
べ

き
熱
心
に
活
動
を

し
て
お
り
、
内
山
学
区
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
員
、子
ど
も
会
と
の
共
催
で「
親

子
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
」
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
年
間

行
事
と
し
て
、
物
故
者
慰
霊
祭
（
学

区
内
四
寺
院
の
輪
番
制
）
と
、
連
合

会
員
の
交
通
安
全
と
健
康
長
寿
を
願

う
新
年
交
通
安
全
・
長
寿
祈
願
祭（
高

牟
神
社
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、

書
道
ク
ラ
ブ
活
動
、
ス
マ
ホ
教
室
等

の
開
催
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
の
人
々
と
仲
良
く
、明
る
く
、

健
康
に
安
全
に
暮
ら
し
て
い
け
ま
す

よ
う
に
、
地
道
な
活
動
を
続
け
て
い

き
ま
す
。　
　
　
　
（
荒
井　

光
枝
）

ひ
が
し

東区

ち
く
さ

千種区

内
山
学
区
老
人
会
寿
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
紹
介

東
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

事
業
報
告

　

東
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
令
和

5
年
度
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

令
和
5
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
が
季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
「
５

類
」
に
引
き

下
げ
ら
れ
、

老
人
ク
ラ
ブ

の
活
動
も
正

常
に
戻
っ
て

き
ま
し
た
。

　

5
月
の
令

和
5
年
度
東

区
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
総

会
・
東
区
老

人
ク
ラ
ブ
大

会
で
始
ま
り

ま
し
た
。
一
斉
奉
仕
の
公
園
清
掃
を

5
月
、
9
月
、
12
月
と
3
回
実
施
し

ま
し
た
。
健
康
増
進
目
的
の
毎
日
健

康
教
室
（
7
月
）
げ
ん
き
体
操
教
室

（
11
月
）、ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、カ
ロ
ー

リ
ン
グ
（
6
月
）
ボ
ッ
チ
ャ
（
8
月
）

ク
ロ
リ
テ
ィ
（
2
月
）
お
よ
び
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
5
、
10
、

12
月
）
を
実
施
し
、
多
く
の
会
員
の

積
極
的
な
参
加
を
い

た
だ
き
、
皆
さ
ん
笑

顔
で
プ
レ
ー
し
て
い

る
姿
が
印
象
的
で
し

た
。

　

バ
ス
旅
行
と
し

て
、ま
ず
９
月
に「
い

き
い
き
交
流
会
」
と

し
て
、
雄
琴
温
泉
方

面
に
総
勢
１
９
８
人

で
出
か
け
、
お
い
し

い
食
事
と
美
し
い
景

色
を
満
喫
し

ま
し
た
。
10

月
に
は
「
指

導
者
研
修

会
」
と
し
て

秋
深
ま
る
京

都
を
堪
能
し

ま
し
た
。
皆

さ
ん
た
く
さ

ん
の
お
土
産

に
満
足
げ
で

し
た
。

　

12
月
13
日

～
15
日
の
3

日
間「
第
33
回
東
区
シ
ル
バ
ー

趣
味
の
作
品
展
」
を
開
催
し

（
コ
ロ
ナ
の
間
は
新
聞
紙
上
で

の
発
表
）、
多
く
の
会
員
の
力

作
を
展
示
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
東
区
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
設
立
60
周
年
の
記

念
の
年
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、

各
事
業
を
よ
り
一
層
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。　
　
　
　
（
武
田　

伸
）
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老
人
ク
ラ
ブ
の
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
ま
す
が
、
な
ご
や
か
ク
ラ
ブ
北

で
も
同
様
で
す
。
そ
ん
な
中
、
役
員

の
皆
様
方
に
は
様
々
な
行
事
の
準
備

お
よ
び
お
手
伝
い
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

行
事
の
中
で
、
最
も
重
労
働
で
肉

体
に
負
担
が
か
か
る
の
が
「
趣
味
の

作
品
展
」
の
展
示
用
衝
立
の
設
置
作

業
で
す
。
一
対
が
重
く
４
人
が
か
り

で
運
搬
し
、
他
の
衝
立
と
繋
ぐ
作
業

は
ま
た
一
段
と
大
変
で
す
。
数
人
の

手
で
も
、な
か
な
か
巧
く
繋
げ
な
く
、

な
お
連
続
し
て
何
枚
も
繋
げ
て
い
く

の
は
大
変
な
作
業
で
す
。
若
け
れ
ば

兎
も
角
お
そ
い
年
で
す
か
ら
…
…
。

終
了
後
も
片
付
け
が
あ
り
、
一
番
の

心
配
は
ケ
ガ
を
し
な
い
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
役
員
の
中
で
も
体
育
委
員

の
皆
様
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い

た
だ
く
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
競
技
が

年
４
回
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
は

や
っ
か
い
で
手
間
の
か
か
る
準
備
作

業
が
必
要
で
、
毎
回
頭
が
下
が
る
思

い
で
す
。
ま
ず
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
で
は
大
会
の
前
日
か
ら
コ
ー
ス
設

定
、
当
日
は
早
朝
よ
り
コ
ー
ス
づ
く

り
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

続
い
て
ク
ー
リ
ン
グ
と
ボ
ッ
チ
ャ
で

は
午
後
か
ら
競
技
と
い
う
こ
と
で
、

午
前
中
か
ら
コ
ー
ト
づ
く
り
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
で
は
、
当
日
の
コ
ー
ス
の
下
見

を
行
い
、
危
険
な
も
の
が
無
い
か
の

確
認
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
競
技
に
お
い
て
は
審

判
も
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
、

競
技
内
容
の
把
握
の
必
要
も
あ
り
、

よ
り
多
く
の
負
担
を
か
け
て
お
り
ま

す
。
競
技
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ
の
も

皆
様
方
の
お
か
げ
で
す
。

　

今
後
も
ク
ラ
ブ
発
展
の
た
め
、
ま

た
行
事
を
円
滑
に
進
め
て
い
く
た
め

に
も
、
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
無

理
な
く
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。　
（
伊
佐
治　

清
）

　

浮
野
学
区
は
西
区
の
西
側
、
北
名

古
屋
市
と
清
須
市
と
の
境
に
な
り
ま

す
。
高
齢
者
の
多
い
小
さ
な
学
区
で

す
。
3
千
8
百
人
の
人
口
で
市
営
平

田
荘
が
約
半
分
の
割
合
で
す
。
老
人

ク
ラ
ブ
の
会
員
数
は
1
7
0
名
で
ク

ラ
ブ
数
は
4
で
す
。
会
員
は
80
代
の

方
が
多
く
役
員
の
な
り
手
が
無
く

困
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
は
、
歌
ご
え
サ

ロ
ン
と
し
て
毎
週
木
曜
日
に
浮
野
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
カ
ラ
オ
ケ

教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍

が
明
け
た
た

め
4
年
ぶ
り

の
演
芸
大
会

を
同
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
12
月

に
開
催
し
ま

し
た
。
68
名

の
方
が
参
加

さ
れ
、
20
名
の
方
が
歌
や
踊
り
を
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
開
催

で
喜
び
の
声

が
多
く
出
ま

し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ

は
小
学
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド

を
借
り
て
毎

週
日
曜
日
に

健
康
と
仲
間

づ
く
り
を
大

切
に
行
っ
て

い
ま
す
。
10
月
に
は
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
日
頃
の
練
習
成

果
を
思
う
存
分
発
揮
し
、
競
い
合
い

ま
し
た
。

　

世
代
間
交
流
は
浮
野
小
学
校
の
ト

ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
ク
ー
ル
に
て
行
っ
て

い
ま
す
。

　

あ
る
日
、
当
小
学
校
出
身
者
の
お

相
撲
さ
ん
が
み
え
る
と
の
連
絡
が

あ
り
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
員
数

名
が
参
加
し
、

始
め
て
会
っ

た
時
お
相
撲

さ
ん
の
大
き

さ
と
迫
力
に

圧
倒
さ
れ
ま

し
た
が
、
子

供
達
は
直
ぐ

に
馴
れ
、「
は
っ
け
よ
い
、
の
こ
っ

た
の
こ
っ
た
」
が
身
近
に
体
験
で
き

て
良
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
ク
ー
ル
で
は
昔

か
ら
の
遊
び
、
お
手
玉
、
ケ
ン
玉
、

コ
マ
回
し
等

の
遊
び
で
す

が
、
こ
れ
か

ら
も
続
け
て

や
っ
て
行
き

た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地

域
の
繋
が
り

を
大
切
に
健

康
づ
く
り
、

仲
間
づ
く
り
を
目
指
し
た
活
動
を
積

極
的
に
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
（
山
根
二
三
男
）

に

し

北区

西区

き

た
今
後
も
「
和
衷
共
同
」
で

頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

浮
野
学
区
の
事
業
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地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
が
起
き
る
と
、
そ
れ
に
便

乗
し
た
悪
質
商
法
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

◆　
　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

　

地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
が
起
き
る
と
、
不
安
な
気

持
ち
に
付
け
込
ん
だ
悪
質
商
法
が
、
被
災
地
以
外
の
地

域
で
も
発
生
し
ま
す
。

　

突
然
、
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
が
自
宅
を
訪
問
し
、「
屋
根

瓦
が
ず
れ
て
い
る
」
や
「
こ
の
ま
ま
で
は
危
険
」
な
ど

と
不
安
を
あ
お
っ
て
契
約
を
迫
り
ま
す
。
ま
た
、「
火
災

保
険
を
利
用
す
れ
ば
無
料
で
工
事
が
で
き
る
」、「
申
請

は
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
で
安
心
」
と
、
火
災
保
険
申
請
サ

ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
を
勧
誘
す
る
手
口
も
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
自
己
負
担
は
な
い
と
言
わ
れ
た
た
め
契
約
し

た
が
、
都
合
が
悪
く
な
っ
た
た
め
解
約
を
求
め
た
と
こ

ろ
、
高
額
な
解
約
料
を
請
求
さ
れ
た
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
申
請
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
リ

フ
ォ
ー
ム
業
者
を
指
定
さ
れ
、
技
術
的
な
問
題
で
逆
に

ト
ラ
ブ
ル
を
招
い
て
し
ま
っ
た
り
、
経
年
劣
化
の
損
傷

を
災
害
の
損
傷
と
し
て
申
請
す
る
よ
う
、
う
そ
の
保
険

請
求
を
指
南
さ
れ
る
事
例
も
多
く
あ
る
よ
う
で
す
。
う

そ
の
理
由
で
保
険
金
を
請
求
す
る
こ
と
は
絶
対
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　

保
険
金
の
申
請
は
、
加
入
者
が
手
数
料
な
し
で
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
加
入
先
の
保
険
会
社
や
保

険
代
理
店
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
の
場
合
、契
約
書
を
受
け
取
っ

て
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
可
能
で

す
。「
あ
れ
？
お
か
し
い
か
な
？
」
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
ご
相
談
先
】
名
古
屋
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
２
―
２
２
２
―
９
６
７
１
（
月
～
土
）

　

※
祝
休
日
・
年
末
年
始
を
除
く 

※
土
曜
日
は
電
話
相
談
の
み

　

相
談
受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
15
分

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト　

https://www.seikatsu.city.nagoya.jp/

　

名
古
屋
市
ス
ポ
ー
ツ
市
民
局 

消
費
生
活
課

　
　

☎
０
５
２
―
２
２
２
―
９
６
７
９

な
ご
や
見
守
り
情
報

61

「
屋
根
瓦
が
ず
れ
て
い
る
の
で

  

危
険
」
や
「
火
災
保
険
を
使
え
ば

  

無
料
で
工
事
が
で
き
る
」と
誘
う

  

リ
フ
ォ
ー
ム
の
訪
問
販
売
に
気
を
つ
け
て
！

楽らく介護のすすめ ～心と体の健康講座～

5 /29 ㈬ 「介護者のためのストレスマネジメント」

6 / 5 ㈬ 「安全快適な入浴介助と簡単着替えのコツ」

5 /22 ㈬ 「らくらく外出術 ～車椅子操作と移乗の基本を学ぼう～」

5 /15 ㈬ 「自宅でできる、腰痛・肩こり予防体操！」

6 /29 ㈯ 「腰痛予防‼ スライディングシートの使い方とリフト移乗」

7 / 6 ㈯ 「暮らしを便利にする道具のお話と自助具づくり」

6 /22 ㈯ 「楽に起き上がりと移乗ができる方法」

6 /15 ㈯ 「杖、歩行器、車椅子の選び方・使い方」

北部介護者教室

南部介護者教室

【会　　場】名古屋市総合社会福祉会館　７階研修室東西
　　　　　（北区清水四丁目 17-1 北区総合庁舎内）

【時　　間】午後 1 時 30 分～ 3 時
　　　　　（各日とも終了後、午後 3 時 30 分まで介護に関する個別相談会を行います）
　　　　　※プラザおしゃべりサロンは 午後 3 時 30 分～ 4 時

【定　　員】各回 30 名　　
【費　　用】無料
【申　　込】4 月 17日 ㈬ 午前10 時より電話・FAX・郵送・窓口・Web にて受付開始（先着順）

※４回シリーズですが、1回のみの参加もできます。

※ 6/5 終了後、交流会を開催します。介護者教室を受講された方は、どなたでも参加
　できます。

プラザおしゃべりサロンのご案内

【会　　場】名古屋市総合リハビリテーションセンター４階大研修室
　　　　　（瑞穂区弥富町字密柑山１番地の２）

【時　　間】午後 1 時 30 分～ 3 時
　　　　　（各日とも終了後、午後 3 時 30 分まで介護に関する個別相談会を行います）
　　　　　※プラザおしゃべりサロンは午後 3 時 30 分～ 4 時

【定　　員】各回 30 名　　
【費　　用】無料
【申　　込】5 月 15日 ㈬ 午前10 時より電話・FAX・郵送・窓口・Web にて受付開始（先着順）

※４回シリーズですが、1回のみの参加もできます。

※ 7/6 終了後、交流会を開催します。介護者教室を受講された方は、どなたでも参加
　できます。

プラザおしゃべりサロンのご案内

◆申込先・問い合わせ先
なごや福祉用具プラザ（開館時間 午前10 時～午後 6 時、月祝・年末年始を除く）
〒 466-0015 名古屋市昭和区御器所通 3 丁目 12-1 御器所ステーションビル 3 階
TEL 052-851-0051   FAX  052-851-0056
インターネット「なごや福祉用具プラザ」で検索　ウェブサイトはこちらから▶

◆主催
名古屋市・名古屋市総合リハビリテーション事業団 なごや福祉用具プラザ

「家族のためのやさしい介護Ⅰ」をテーマに 4 日間教室を開催します。

「家族のためのやさしい介護Ⅱ」をテーマに 4 日間教室を開催します。

【電　　　話】052-972-3042  （月～金）  
　　　　　　  8 時 45 分～ 17 時 30 分（祝休日・年末年始を除く）

【ファックス】052-972-6453
【電子メール】a2582@sportsshimin.city.nagoya.lg.jp

◎犯罪被害等により生じた不安や問題などの相
　談にお応えします。
◎おひとりで不安な場合、区役所などへの手続 
　きに同行します。
◎ごいっしょに、本市の支援事業への申込受付
　を行い、支援を提供します。
◎状況に応じて、関係機関をご案内します。ひとりで悩まないで、
　一緒に考えさせてください。まずはお電話ください。

〇指定された大学の地域貢献事業
〇名古屋市の学生支援事業など

※この寄附金は返礼品のない寄附となります
※法人の方からの寄附も受付中です（事前にご相談ください）

　名古屋市内の大学・短期大学（28 校）

対象大学一覧や、寄附方法についての詳細は、右の
二次元コード等により市公式ウェブサイトをご覧くだ
さい。

名古屋市　学生タウンなごや推進寄附金 検 索

　名古屋市総務局総合調整課　TEL 052-972-2217

　クレジットカードなどによる寄附、納付書による寄附
※納付書による寄附をご希望される方は、下記お問い合せ先までご連
　絡ください。
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認
知
症
を
予
防
し
た
い
、
進
行
を
少
し
で
も
遅
ら
せ
た

い
、
と
い
う
の
は
誰
も
が
願
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
完
全
に
認
知
症
を
予

防
す
る
方
法
は
確
立
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
現
在
認
可
さ

れ
て
い
る
認
知
症
治
療
薬
に
は
認
知
症
の
進
行
を
ゆ
る
や

か
に
す
る
効
果
を
期
待
で
き
る
も
の
の
、
進
行
を
完
全
に

抑
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
方
、
最
近
の
研
究
で
は
、

生
活
習
慣
と
認
知
症
の
進
行
と
の
関
係
性
が
分
か
っ
て
き

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
認
知
症
を
予
防
す
る
た
め
に
普

段
か
ら
ど
う
す
る
と
よ
い
の
か
？
」
に
つ
い
て
正
し
い
知

識
を
身
に
付
け
、
普
段
か
ら
生
活
習
慣
に
気
を
付
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

◎
食
事

　

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
摂
る
よ
う
に
心
掛
け
、
食
べ

す
ぎ
、
間
食
、
甘
い
物
の
摂
り
す
ぎ
に
は
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
特
に
高
齢
に
な
る
と
、
た
ん
ぱ
く
質
摂
取
が
不
足
し

が
ち
で
、
筋
肉
が
や
せ
細
り
、
身
体
機
能
が
衰
え
が
ち
で
す
。

最
近
の
研
究
で
は
、
身
体
機
能
の
衰
え
が
認
知
機
能
と
関

係
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
食
べ
す
ぎ
、
間
食
、
甘
い
物
の
摂
り
す
ぎ
は
生
活
習

慣
病
の
危
険
性
を
高
め
ま
す
し
、
血
糖
値
の
急
激
な
上
昇

を
繰
り
返
す
こ
と
が
認
知
機
能
の
悪
化
に
つ

な
が
る
と
す
る
研
究
も
あ
り
ま
す
。
当
然

肥
満
に
な
り
や
す
い
で
す
が
、
肥
満

の
人
は
認
知
症
を
発
症
す
る
危
険
性

が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

魚
に
は
D
H
A
や
E
P
A
と
い
っ

た
オ
メ
ガ
3
脂
肪
酸
が
豊
富
に
含

ま
れ
て
お
り
、
脳
の
機
能
を
高
め
て

く
れ
る
た
め
、
認
知
症
を
予
防
で
き

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

塩
分
の
摂
り
す
ぎ
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

塩
分
の
摂
り
す
ぎ
は
高
血
圧
を
引

き
起
こ
す
こ
と
は
ご
存
じ
の
人
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
高
血
圧
は

脳
血
管
性
認
知
症
を
引
き
起
こ
す

だ
け
で
な
く
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
と
の
関
連
性
も
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

◎
運
動

　

適
度
な
運
動
習
慣
は
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
に
繋
が
り
ま
す
し
、
運
動
そ
の
も
の
が
認
知
症

の
予
防
に
な
る
こ
と
が
最
近
の
研
究
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。
特
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
比
較
的
強
度
が
低
い

有
酸
素
運
動
が
認
知
症
予
防
に
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
強
度
の
高
い
無
酸
素
運
動
は
、

高
齢
者
が
行
う
こ
と
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
安
全
に
、
適
度
に
無
酸
素
運
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

有
酸
素
運
動
の
効
果
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
併
せ

て
行
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◎
高
血
圧
症

　

高
血
圧
症
に
な
る
と
、
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
し
、
脳
梗

塞
、
脳
血
管
性
認
知
症
の
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
高
血
圧
そ
の
も
の
が
認
知
症
を
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。
血
圧
の
変
動
の
大
き
さ
も
認
知
症
の
進

行
を
加
速
さ
せ
て
し
ま
う
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。
高
血
圧
治

療
中
で
、
薬
の
飲
み
忘
れ
の
多
い
人
は
注
意
が
必
要
で
す
。

◎
糖
尿
病

　

血
糖
値
が
高
い
状
態
が
続
く
場
合
も
、
動
脈
硬
化
を
通
じ

て
脳
血
管
性
認
知
症
を
引
き
起
こ
す
危
険
性
が
高
い
で
す
。

低
血
糖
発
作
が
多
い
人
も
認
知
症
の
悪
化
の
原
因
に
な
り
得

ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
と
相
談
し
な
が
ら
、
適
切
な
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

 

上
記
以
外
に
も
、
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
、
社
会
的
孤
立
な
ど
社
会

的
要
因
が
認
知
症
の
発
症
や
進
行
を
加
速
す

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
健
康
的
な
生

活
習
慣
に
よ
り
認
知
症
に
な
る
危
険
性
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
い
段

階
か
ら
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

認
知
症
予
防
は
生
活
習
慣
か
ら

　
～
今
日
か
ら
気
を
付
け
た
い
こ
と

あ
い
ち
健
康
の
森
健
康
科
学
総
合
セ
ン
タ
ー
（
あ
い
ち
健
康
プ
ラ
ザ
）

健
康
開
発
部
長
（
医
師
・
医
学
博
士
）  

平
川 

仁
尚

　ちょっとした動作で息切れや息苦しさを感じるなど、呼吸器
のことで気にかかること、心配なことがありましたら呼吸器な
んでも相談へどうぞ！

南保健センター公害保健担当
TEL 052-614-2879  FAX 052-614-2818

 相  談  日／令和6年4月16日㈫・5月21日㈫・6月18日㈫

◆ 内　　容／① 問診　② 身長・体重測定
　　　　　　③ 胸部エックス線検査　④ 血圧測定　
　　　　　　⑤ 肺機能検査　⑥診察・個別相談
◆ 費　　用／無　　料

日本ガイシホール日本ガイシホール

東
海

道
本

線
東

海
道

本
線

名古屋市南生涯名古屋市南生涯
学習センター学習センター

南保健南保健
センターセンター

東
海

道
東

海
道

新
幹

線
新

幹
線

笠寺駅笠寺駅

→→

最寄 市バス「笠寺駅」下車徒歩5分
　　 JR「笠寺駅」下車徒歩5分

→

→

◆ 受付時間／午後 1:15 ～ 2:45 の指定の時間
◆ 対 象 者／市内在住の 15 歳以上の方
◆ 場　　所／南保健センター（南区東又兵ヱ町 5-1-1）

　高齢者の方を対象に、さまざまな講習を実施し高齢者の方の社会参加を支援し
ています！ あなたも第二の人生、新たな生きがいを見つけてみませんか？

※各講習の開催日時・場所・対象者・受講料等の詳細は、講習によって異なります。詳しく
　は、ホームページ等をご覧ください。

　アクセス情報
地下鉄鶴舞線・桜通線「御器所」駅下車
②番出口を出て右手に 40 ㍍、 「御器所ス
テーションビル」4・5 階

〒466-0015 昭和区御器所通 3丁目12-1
（指定管理者：名古屋市シルバー人材センター）

◎ホームページもございます。アドレス：https://www.bes-c.com
◎就業に関する相談も行っています。相談窓口（土日祝日 12/29 ～ 1/3 除く 9 時～17時）TEL 052-842-4692

・名古屋市移動支援事業従業者養成研修　
・日商PC検定3級（文書作成）試験対策講座　
・はじめてさわるパソコン　
・介護に関する入門的研修

・パソコン入門　
・介護職員初任者研修
・同行援護従業者養成研修　

・植木剪定の仕事について学ぼう
・パソコン/ワード基礎　

元
気
に
楽
し
く
健
康
づ
く
り

　
　

～
サ
ク
セ
ス
フ
ル
エ
イ
ジ
ン
グ
～（
5
）

※電話受付 6/3 ㈪～

移動支援事業従業者養成研修移動支援事業従業者養成研修

介護職員初任者研修介護職員初任者研修
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読者の声読者の声

フレイル対策のタバタ式トレーニ
ングとバランスボールを使った運
動を早速始めてみました。継続し
たいと思います。（瑞穂区Ｍ）

老人クラブ入会1年目の新人です。
毎月何かの行事があり、楽しく過
ごさせていただいています。誰とも
話をすることのない日が続いてい
た入会前の生活には戻りたくあり
ません。（中区Ｙ）

老人クラブの活動のほか、認知症
予防リーダーのボランティアやコミ
センのサロン、社協のボランティア
をさせていただいています。自分
の父母世代の方々から学ぶことが
多く、日々とても充実しています。
（東区Ｉ）

クロスワードはちょっと考えてしま
いましたが、考えている時間が大切
だなと思い頑張りました。これから
もくじけず、脳を少しでも働かせよ
うと思います。（中村区Ｎ）

毎月のお楽しみクロスワードの問
題は後期高齢者の認知症予防に
最適だと思っています。（南区Ｙ）

毎号興味深く読ませていただいて
います。ためになることや励まされ
る内容、くすっと笑えることもあり
楽しみです。（中川区Ｉ）

毎回お手軽料理に挑戦して楽しん
でいます。（瑞穂区Ｍ）

たくさんのカラーの記事楽しく拝
読しました。（天白区Ｏ）

　

ヒ
ュ
ウ
ヒ
ュ
ウ
と
鳴
る
北
風
の
音
で

目
覚
め
た
。
外
は
風
に
舞
い
散
る
落
葉

で
、
見
る
か
ら
に
寒
そ
う
。

　

公
園
の
木
々
も
す
っ
か
り
裸
木
と
化

し
寒
々
と
し
て
見
え
る
。
ゆ
っ
く
り
景

　

私
の
家
は
歩
道
橋
の
す
ぐ
近
く
な
の

で
、多
く
の
生
徒
が
こ
こ
を
渡
り
ま
す
。

ひ
孫
が
小
学
校
に
入
学
以
来
、
登
校
時

間
に
合
せ
て
店
先
を
掃
除
を
し
、
児
童

の
列
を
見
る
と
手
を
振
り
ま
す
。

　

ひ
孫
が
4
年
生
に
な
っ
た
頃
、
少
し

照
れ
て
い
る
様
子
な
の
で
止
め
よ
う
と

思
い
ま
し
た
が
、
他
の
児
童
も
手
を

振
っ
て
く
れ
た
り
丁
寧
な
お
じ
ぎ
を
し

て
く
れ
た
り
す
る
の
が
嬉
し
く
て
止
め

ら
れ
ず
、
私
の
生
活
リ
ズ
ム
の
大
切
な

習
慣
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
4
月
か

人
生
を
豊
か
に
生
き
る

ヒ
ン
ト南

区
第
一
宝
寿
会

青
山
　
好
子

テ
ー
マ
投
稿

「
人
生
を
豊
か
に
生
き
る
ヒ
ン
ト
」

4
月
号
の
テ
ー
マ

　

私
は
股
関
節
が
悪
く
、
変
形
だ
と
い

わ
れ
手
術
し
ま
し
た
。
3
年
が
た
ち
、

ま
た
左
の
方
を
手
術
し
て
今
86
歳
で

す
。
ス
マ
ホ
の
歩
数
を
参
考
に
、
一
日

に
3
0
0
0
歩
を
目
指
し
、
買
い
物
も

バ
ス
停
か
ら
近
く
の
店
に
、
週
1
か
2

で
行
き
ま
す
。
重
い
物
は
息
子
か
嫁
に

お
願
い
し
ま
す
。
折
り
た
た
み
リ
ュ
ッ

ク
を
娘
に
買
っ
て
も
ら
い
、
行
き
は
小

さ
い
け
ど
入
る
だ
け
買
っ
て
3
0
0
0

歩
目
指
し
て
歩
き
ま
す
。
た
く
さ
ん
歩

い
た
日
は
よ
く
眠
れ
ま
す
。
毎
日
帳
面

に
つ
け
て
い
ま
す
。
元
気
な
頃
は
一
日

1
万
歩
で
し
た
。
東
山
公
園
へ
歩
け
歩

け
に
行
き
ま
し
た
。
元
気
で
長
生
き
し

な
く
っ
ち
ゃ
。
私
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

ペペ
ーー
ジジ

読読

者者
のの

色
を
眺
め
な
が
ら
歩
い
て
い
た
ら
急
に

若
い
男
性
に
声
を
か
け
ら
れ
た
。

　
「
こ
ん
な
寒
い
日
に
床
屋
に
行
っ
て
、

思
い
切
り
髪
を
短
く
し
て
き
た
」
と
帽

子
を
取
り
見
せ
て
く
れ
た
。
ふ
と
胸
元

を
見
る
と
赤
地
に
白
十
字
の
ス
ト
ラ
ッ

プ
が
下
が
っ
て
い
た
。
ど
こ
か
身
体
が

不
自
由
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し

私
が
見
せ
ら
れ
た
の
は
丸
坊
主
の
頭
。

「
似
合
っ
て
い
る
よ
」
と
言
っ
て
あ
げ

た
ら
、
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
嬉
し
そ
う
に
道

の
向
こ
う
へ
渡
っ
て
い
っ
た
。

　

き
っ
と
誰
か
に
見
せ
た
か
っ
た
、
話

し
て
み
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
何
だ
か

良
い
こ
と
を
し
て
あ
げ
た
よ
う
に
思

え
、
私
も
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

そ
し
て
寒
さ
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
家
路

に
就
い
た
。

坊
主
頭
の
彼

天
白
区
虹
の
会

山
田
　
勝
子

ら
は
弟
の
双
子
兄
弟
が
入
学
し
た
の
で

続
け
ら
れ
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

　

一
日
の
元
気
を
も
ら
い
台
所
の
片
付

け
や
掃
除
洗
濯
も
手
際
よ
く
、
ス
ー

パ
ー
の
お
買
物
が
あ
る
日
は
自
転
車
で

私
な
り
の
工
夫
を
重
ね
、
三
度
の
食
事

も
手
作
り
自
立
の
心
掛
け
を
保
つ
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　

振
り
返
れ
ば
夫
に
先
立
た
れ
70
歳
で

習
い
始
め
た
三
味
線
は
25
年
に
な
り
、

今
年
の
新
年
会
が
楽
し
み
で
す
。ま
た
、

50
歳
の
頃
、
亡
夫
に
同
意
し
て
も
ら
い

習
い
始
め
た
民
謡
も
45
年
余
り
続
け
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
い
て
き

た
今
年
は
3
月
に
教
室
の
皆
さ
ん
と
足

並
み
揃
え
て
舞
台
に
立
て
る
幸
せ
を
あ

り
が
た
く
楽
し
み
に
し
て
お
稽
古
に
励

む
私
で
す
。

　「読者のページ」ではテーマも設けてい
ます。次号のテーマは「心に残る思い出
の曲」です。曲が流れると、「涙が出る」「励
まされる」「青春時代がよみがえる」など
の経験はありますか？ これまでの人生で
心に残っている思い出の曲と、そのエピ
ソードをぜひ聞かせてください。

心に残る思い出の曲次号テ
ーマ

次号テ
ーマ

人
生
を
豊
か
に
生
き
る

ヒ
ン
ト港

区
高
南
ク
ラ
ブ

墨
田
　
初
美

　

若
い
頃
、
人
の
欠
点
が
目
や
耳
に
入

る
の
が
嫌
で
し
た
。
つ
い
つ
い
「
〇
〇

が
悪
い
わ
よ
」
と
言
っ
て
し
ま
っ
て
か

ら
、
自
分
自
身
も
後
味
の
悪
い
思
い
を

す
る
時
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
、
人
生
を
長
く
生
き
て
き

た
私
は
と
に
か
く
ど
ん
な
人
で
も
絶
対

に
長
所
が
あ
る
と
思
う
よ
う
に
な
り
、

褒
め
称
え
た
い
気
持
ち
が
私
の
中
に
芽

生
え
て
き
ま
し
た
。

　
「
着
て
い
る
お
洋
服
似
合
う
わ
よ
」

「
す
て
き
な
バ
ッ
ク
ね
」「
あ
ら
手
作
り

の
〇
〇
」
等
々
。
バ
ス
停
で
会
っ
た
方

で
も
、横
で
買
い
物
し
て
い
る
方
で
も
、

と
に
か
く
相
手
の
良
い
と
こ
ろ
を
探
し

て
褒
め
る
。
絶
対
こ
れ
っ
て
人
と
の
交

流
を
大
切
に
す
る
こ
と
だ
と
気
付
き
ま

し
た
。
す
る
と
自
分
も
こ
ん
な
に
高
齢

に
な
っ
て
も
褒
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る

の
で
す
。
そ
ん
な
時
、
実
際
悪
い
気
は

し
ま
せ
ん
。

　

今
、私
は
老
老
介
護
を
し
て
い
ま
す
。

夫
を
大
切
に
し
な
く
っ
ち
ゃ
、
苦
労
を

乗
り
越
え
て
き
た
夫
婦
で
す
の
で
、
今

こ
そ
夫
を
褒
め
な
く
っ
ち
ゃ
と
思
っ
て

も
ダ
メ
な
時
が
あ
り
ま
す
。

人
生
を
豊
か
に
生
き
る

ヒ
ン
ト

 

北
区
西
部
カ
ト
レ
ア
ク
ラ
ブ

小
野
寺
陽
子

クラブ活動を楽しむ8つのヒント①
歩いて会に行ける仲間がいる幸せ歩いて会に行ける仲間がいる幸せ

　高齢になると、現役時代の同僚や友人と疎遠になったり、自動車の免許証を
返上したりして活動の範囲が狭くなります。ちょっとしたことも億劫に、引っ込
みがちに、社会とのつながりも希薄になります。
　こうして、孤独で寡黙な生活をつづけていると、しだいに身体機能や認知機
能が衰え、フレイル ( 要介護一歩手前の状態 ) の危険が忍び寄ってきます。
　そこで、歩いて交流できる友人が頼りになります。老人クラブは、みんなで楽
しむことを目的としたご近所の集まりです。入会はクラブ活動を楽しむ第一歩で
す。ぜひ、入会していただき、多くの友人を作っていただきたいと思います。
　人生が楽しく、豊かになります。

《入会を後押しする5つのことば》
①歩いて付き合える範囲の友人は貴重です。
② フレイル予防の基本は、食事・運動・社会参加（＝老人クラブの活動）です。
③ 老人クラブの活動には健康長寿の考え方が貫かれています。
④「適度な拘束感」が、寝たきりの危険から「怠惰な自分」を救出してくれます。
⑤ 入会はいつ ?  「今でしょ!」
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会
員
に
イ
ベ
ン
ト
参
加
呼
び
か
け
も

　

人
は
な
か
な
か
集
ま
ら
な
い
よ

（
千
種
区
寿
第
四
ク
ラ
ブ
　
岡
本
　
基
親
）

突
然
の
友
の
訃
報
に
涙
し
て

　

ア
ル
バ
ム
め
く
り
過
ぎ
し
日
偲
ぶ

（
北
区
六
郷
北
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ク
ラ
ブ
　
伊
藤
　
和
子
）

旅
行
に
朱
印
帳
持
参
し
て

　

書
い
て
も
ら
っ
て
思
い
出
作
り

（
西
区
清
里
ク
ラ
ブ
　
笠
木
千
恵
子
）

水
仙
や
道
ゆ
く
人
に
さ
し
あ
げ
て

　

佛
の
供
養
会
話
が
は
ず
む

（
西
区
平
中
永
寿
会
　
齊
藤
　
文
子
）

図
書
館
の
絵
本
の
書
架
に
立
つ
女ひ

と

の

　

背せ
な

の
幼
も
伸
び
覗
き
お
り

（
西
区
宝
ク
ラ
ブ
　
村
田
　
靖
子
）

施
設
よ
り
家
に
居
た
い
と
言
う
夫

　

ケ
ア
マ
ネ
付
い
て
デ
ー
サ
ー
ビ
ス
へ

（
昭
和
区
寿
楽
会
　
岩
田
　
和
子
）

酒
の
席
話
題
は
体
調
こ
も
ご
も
に

　

白
内
障
と
頻
尿
嘆
く

（
昭
和
区
緑
坂
な
ご
や
か
ク
ラ
ブ
緑
会
　
大
林
　
幸
雄
）

新
幹
線
コ
ー
ヒ
ー
お
菓
子
楽
し
ん
だ

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な
る
十
月
三
十
一
日

（
昭
和
区
村
雲
寿
楽
会
　
土
井
　
澄
子
）

能
登
の
地
の
凍い

て
空
青
く
光
射
し

　

避
難
の
人
に
明
日
が
生
ま
れ
る

（
昭
和
区
き
さ
ら
ぎ
会
　
柳
原
　
貞
子
）

一
周
忌
遺
影
の
夫
に
話
し
か
け

　

優
し
い
顔
に
勇
気
を
も
ら
う

（
瑞
穂
区
長
寿
会
　
鈴
木
　
教
子
）

炬
燵
よ
り
伸
び
る
手
に
は
つ
ま
み
喰

　

太
る
は
簡
単
や
せ
る
は
地
獄

（
港
区
宝
友
会
　
尾
身
　
フ
サ
）

月
毎
に
足
を
は
こ
び
手
を
合
わ
せ
る

　

阿
弥
陀
の
前
に
恥
じ
る
こ
と
ば
か
り

（
緑
区
熊
の
前
寿
ク
ラ
ブ
　
高
瀬
百
合
子
）

災
害
は
時と

き

場ば

か
ま
わ
ず
訪
れ
る

　

た
だ
涙
す
る
人
の
無
力
よ

（
名
東
区
い
き
い
き
貴
船
会
　
小
倉
千
恵
子
）

蓮
華
畑だ

に
友
と
語
り
し
想
い
出
を

　

孫
に
話
せ
ば
頭

こ
う
べ
を
か
し
ぐ

（
天
白
区
若
宮
ク
ラ
ブ
　
小
池
鈴
太
郎
）

可
睡
斎
ひ
な
人
形
で
溢
れ
て
た

　

時
代
時
代
の
流
れ
を
見
せ
て

（
天
白
区
寄
鷺
会
　
土
井
な
を
み
）

初
稽
古
弟
子
の
笑
顔
と
水
仙
花

（
千
種
区
百
寿
ク
ラ
ブ
　
加
藤
　
淑
翠
）

ダ
ン
ス
し
て
恋
歌
交
わ
す
丹
頂
や

（
北
区
上
飯
田
ハ
イ
ツ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
菊
田
　
道
敏
）

南
座
の
団
十
郎
美
し
実
千
両

（
中
川
区
三
ツ
池
こ
と
ぶ
き
会
　
坂
西
　
正
子
）

や
っ
と
春
待
っ
て
た
私
あ
な
た
に
も

（
港
区
惟
信
東
部
長
寿
会
　
山
崎
　
正
子
）

水
仙
の
香
り
ゆ
か
し
や
柴

し
ば
ま
が
き籬

（
守
山
区
芙
蓉
会
　
松
田
　
鋭
子
）

ヌ
ー
ト
リ
ア
土
手
を
横
切
る
春
浅
し

（
名
東
区
香
流
第
三
ク
ラ
ブ
　
川
口
　
敏
子
）

福
は
内
甘
納
豆
で
年
の
数

（
天
白
区
若
宮
ク
ラ
ブ
　
喜
田
　
政
子
）

被
災
地
へ
貧
者
の
一
灯
春
隣

（
天
白
区
む
つ
み
会
　
中
野
　
省
蔵
）

天
駆
け
る
龍
の
如
く
夢
は
無
限
大

（
東
区
新
五
長
寿
会
　
伊
藤
　
静
香
）

口
喧
嘩
年
が
増
す
ご
と
大
声
に

（
東
区
冨
士
塚
長
寿
ク
ラ
ブ
　
吉
橋
　
廣
武
）

糠
づ
け
の
奥
歯
に
残
る
母
の
味

（
北
区
六
郷
北
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ク
ラ
ブ
　
井
上
千
勢
子
）

春
を
待
つ
飛
び
立
つ
希
望
ラ
ン
ド
セ
ル

（
北
区
宮
前
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
　
高
見
美
智
子
）

新
学
期
好
き
な
娘こ

変
わ
る
私
で
す

（
中
村
区
旭
寿
会
　
尾
国
　
良
蔵
）

い
き
い
き
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
初
打
で

（
中
村
区
豊
臣
森
西
豊
寿
会
　
後
藤
　
康
之
）

ア
ル
バ
ム
の
二は

た

ち
十
歳
の
我
に
ま
あ
！
き
れ
い

（
中
区
平
和
第
八
寿
会
　
浅
野
　
元
子
）

フ
レ
イ
ル
を
横
目
に
今
日
の
ス
ク
ワ
ッ
ト

（
中
区
第
六
寿
会
　
加
藤
美
智
子
）

被
災
地
に
公
助
の
励
ま
し
幸さ
ち

の
祈
り

（
中
区
第
二
千
寿
会
　
島
田
　
悦
子
）

春
が
来
て
ド
ア
ラ
が
乗
っ
て
竜
が
舞
う

（
中
区
第
三
き
ら
く
会
　
堀
田
友
三
郎
）

能
登
地
震
遠
く
で
祈
る
元
気
で
ね

（
熱
田
区
み
の
り
会
　
鈴
木
　
　
清
）

デ
コ
ピ
ン
は
大
谷
オ
ー
ラ
ひ
と
り
じ
め

（
緑
区
高
見
親
睦
会
　
堀
田
　
志
保
）

人
生
の
ゴ
ー
ル
が
見
え
ぬ
老
眼
で

（
緑
区
白
山
ク
ラ
ブ
　
三
輪
　
芳
樹
）

初
雪
で
予
定
が
狂
い
掃
除
す
る

（
名
東
区
豊
が
丘
第
一
元
気
会
　
岡
本
　
稔
子
）

人
の
字
の
よ
う
に
寄
り
そ
い
人
生
を

（
名
東
区
勢
寿
ク
ラ
ブ
　
丹
所
　
和
子
）

ヤ
ミ
バ
イ
ト
つ
い
乗
っ
た
の
も
欲
の
せ
い

（
天
白
区
若
宮
ク
ラ
ブ
　
坂
野
　
利
男
）

短
歌
の
部

俳
句
の
部

川
柳
の
部

▼
題
材
は
本
紙
の
感
想
や
ク
ラ
ブ
の
紹

介
、
随
想
、
文
芸
な
ど
な
ん
で
も
結
構

で
す（
字
数
４
０
０
字
ま
で
）。▼「
読
者

の
ペ
ー
ジ
」
で
は
テ
ー
マ
も
設
け
て
い

ま
す
。
▼「
文
芸
コ
ー
ナ
ー
」
に
投
稿

い
た
だ
く
際
は「
短
歌
」「
俳
句
」「
川
柳
」

の
別
を
明
記
し
て
ご
投
稿
く
だ
さ
い

（
未
発
表
の
自
作
に
限
り
ま
す
）。
▼
締

切
は
５
月
2
日
、
原
則
と
し
て
１
人
１

作
品
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
所

属
ク
ラ
ブ
名
を
明
記
し
、
名
古
屋
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会「
な
ご
や
か
ひ
ろ
ば
」

投
稿
係
（
〒
４
６
２
ー
０
８
４
４ 

名

古
屋
市
北
区
清
水
四
丁
目
17
ー
１ 

名

古
屋
市
総
合
社
会
福
祉
会
館
６
階
）
ま

で
。
ハ
ガ
キ
・
封
書
・
市
老
連
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
応
募
用
メ
ー
ル
フ
ォ
ー

ム
の
い
ず
れ
か
を
使
っ
て
応
募
が
で
き

ま
す
。

※�
紙
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
の
原
稿
を

掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

投
稿
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

画／長谷川 峯
（守山区瀬古守山ダイワ会）

名古屋市老人クラブ連合会で
は、こちらに掲載させていただ
く挿絵を募集しています。投稿
先は左下「投稿についてのお知
らせ」をご参照ください。

おにぎりの具やご飯のおともに肉そぼろはいかがでしょう
ショウガがおいしい肉そぼろ（２人分）

　今年も桜の季節を迎えました。天気の良い春のうららかな日、お
弁当を持って出かけてはいかがでしょうか。デパートやコンビニエン
スストアのお弁当も魅力的ですが、おにぎりと、ちょっとしたおかず
をお弁当箱に詰めて出かけるのも一興ですね。
　お弁当の中身は、こぼれたり傷んだりしないようしっかり密閉され
た容器と保冷剤を用意して、お茶や水などの飲み物も一緒に持って
出かけてみましょう。
　近所の思いがけない桜や花の名所、小さな公園などを探して外に
出ることで、食欲が増したり運動のきっかけになることもあるでしょ
う。春の行楽をお弁当から始めてみませんか。

「お弁当」を持って出かけてみましょう。

名古屋市健康福祉局�管理栄養士　磯部　貴恵

鶏または豚ミンチ肉
めんつゆ（ストレート）
水
刻みショウガ

…………200g
……大さじ１

……………………………大さじ３
………大さじ１（８ｇ）

〈材　料〉

＊しっかり火が入ったそぼろは密閉容器に
　入れて冷凍保存することができます。

〈調理アドバイス〉

54

〈作り方〉
⑴鶏または豚のミンチ肉とめんつ

ゆ、水を鍋に入れ、中火にか
ける。

⑵油が出てきたら刻みショウガ
（チューブのものでもよい）を
加え、色が変わって水分がな
くなるまでしっかり炒める。



わたしたちは、名古屋市老人クラブ連合会の活動を応援しています

令和 6 年（2024 年）4 月 1 日発行 （ 12 ）第 73 号

　
「
な
ご
や
か
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ろ
ば
」の
発
行

に
あ
た
り
格
別
の
ご
支
援
ご
協

力
を
頂
き
、お
か
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さ
ま
で
第

73
号
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発
行
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き
ま
し
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こ
と
を
厚
く
お
礼
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し
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ま

す
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本
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高
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社
会
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と
な
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報
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を
め
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し
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お
り
ま
す
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と
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充

実
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て
ま
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す
の
で
、

ま
す
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す
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ご
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援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
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申
し
上
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ま
す
。

（
公
社
）名
古
屋
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

広
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掲
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の
ご
協
賛
御
礼
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集
委
員

　

こ
の
号
の
編
集
は
私
た
ち
が

　

担
当
し
ま
し
た
。

　

長
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滋
男（
市
老
連
常
任
理
事
）

　

村
瀬　

勝
男（
市
老
連
理
事
）

　

梅
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羌
司（
守
山
区
）

　

高
井　

文
子（
緑
区
）

　

石
川　

紘
一（
名
東
区
）

　

近
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幸
文（
天
白
区
）

　

57
号
に
編
集
後
記
を

投
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

以
来
4
年
ぶ
り
の
投
稿

で
す
。
紙
面
も
当
時
と

比
べ
大
変
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る
く
、
全

紙
面
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ラ
ー
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で
皆

さ
ん
の
笑
顔
が
輝
い
て
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え
ま

す
。
写
真
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方
の
ご
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か
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ま
す
。

　

今
年
は
新
年
早
々
能
登
半
島

震
災
に
見
舞
わ
れ
、
毎
日
の
報

道
で
は
現
地
の
大
変
さ
が
伝
わ

り
、
心
が
痛
み
ま
す
。
私
が
所

属
す
る
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
早
速

支
援
金
の
募
集
を
始
め
ま
し

た
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
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Ｔ
）

★
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で
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新
情
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を
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ひ
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セ
ス
し
て
み
て
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だ
さ
い
。

　（http://w
w

w
.

nagoyarouren.com

）

編  集  後  記

　1925年（大正14年）に発表された作
品。当時のしきたり通り、雨情夫人は馬
に乗って婚家に嫁いだ。しかし、その日は
あいにくの雨。遠く長い道のりを濡れな
がらやってきた花嫁へのねぎらいの思い
を雨情が歌ったといわれている。2007
年（平成19年）には、文化庁と日本PTA
全国協議会が選定した日本の歌百選に
選ばれた。

お
楽
し
み
ク
ロ
ス
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ー
ド

タテのカギ ヨコのカギ★
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ク
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の
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各
５
組
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名
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森
永
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タ
ン
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め
ん
詰
合
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名
、
合
計
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名
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。

★
締
切
は
5
月
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日
（
当
日
消
印
有
効
）
で
す
。

★
前
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
に
は
3
1
2
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ハ
ガ
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が
寄
せ

　

ら
れ
ま
し
た
。
正
解
は
「
ハ
ナ
ヨ
リ
ダ
ン
ゴ
」
で
し
た
。

◎問題　タテとヨコのカギを解
いて、ABCDEに入ることばを
見つけてください。
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シ
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※プレゼント提供企業様に発送に必要な情報（当選者情報）を開示しますが、発送以外での利用はいたしません。
読者プレゼント お楽しみクロスワードを解いて応募しましょう（左下の応募要項参照）。

　藤原更の代表作MELTING PETALSをはじめとした「花
三部作」（蓮・薔薇・芥子）を一堂に展示。

「命の儚さ、そして存在の輝きを表現
したもの」をつくりだしていきたいとい
う現代美術家 藤原更の『記憶の花」を
お楽しみください。

　1980年代、国際的な美術動向である
“ニュー・ペインティング”の流れに乗り、
名古屋で鮮烈なデヴューを果たした画家・
吉本作次（1959- ）。初期から現在まで約
40年にわたる画業を油彩とドローイング
約200点で紹介します。

● ヤマザキマザック美術館（地下鉄「新栄町」駅直結）
会期/2024年4月26日㈮～6月30日㈰
開館/平日10：00～17：30、土日祝10：00～17：00 ※入場は閉館30分前まで
休館/月曜日（※4月29日、5月6日は開館）、5月7日
入館料/一般1,300円、小中高生500円、小学生未満無料
☎052-937-3737　ホームページ https://www.mazak-art.com

● 名古屋市美術館（芸術と科学の杜・白川公園内）
会期/2024年4月6日㈯～6月9日㈰
開館/9：30～17：00（5月3日を除く金曜日は20：00まで）※入場は閉館30分前まで
休館/月曜日（4月29日、5月6日は開館）、4月30日㈫、5月7日㈫
観覧料/一般1,500円、高大生900円、中学生以下無料
☎052-212-0001

《Melting petals 01》2013年

　小麦粉と塩、水のみで作り上げ
るめん。愛知県産「きぬあかり」
や三重県産「あやひかり」など
麺づくりに適した国産の小麦粉と、
国内産の塩、そしてまろやかな口
当たりの軟水で作り上げる吉田麺業のこだわりあるめんです。

創業明治２３年。めん造り一筋 きしめん詰合せ

● 吉田麺業 店舗情報
中村区椿町 6-9
中川区新家一丁目 1918
中川区荒子二丁目 222

エスカ店
千音寺店
荒 子 店

☎ 052-452-2875
☎ 052-432-2875
☎ 052-355-7003

≪田園の宴会≫2008年

　いきいきとした生活を送るためにたん
ぱく質をとり入れることが必要ですが、
実はたんぱく質は運動しなくても消費さ
れています。大人のためのプロテイン「タ
ンパク生活」は、毎日の食事の中で無
理なくたんぱく質を補うことができます。

大人のためのプロテイン タンパク生活

● 森永乳業株式会社 中部支社
〒461-8658 名古屋市東区徳川一丁目 15-30 名古屋リザンビル 4 階
☎ 052-936-1591
営業時間 / 月曜日～金曜日 9：00 ～ 17：30

特別展「吉本作次　絵画の道行き」Photograph  記憶の花  藤原更 Sarah Fujiwara

○○席、○○コミ、ニジ○○
特定のお寺を援助し、供養などを専属で
営んでもらう家のこと

「貧乏○○なし」
家を借りるために家の持ち主に払うお金
馬に似ている小型の動物

「子連れ狼」の有名なセリフといえば『大
五郎』『○○○』
視覚、聴覚、嗅覚、触覚あとひとつは？
外部から人体に強い感じを与えること
物事を荒立てること意味する言葉。

「○○風を立てる」
キャンプや料理などで使う〇〇〇燃料
父・母の姉妹は何と呼ぶ？

「覆水○○に返らず」

２
４

５
６
７
８

９
11
13

15
16
17

神道の用語で、神が天界から地上に
下ることをいいます
経験があり、物事の裏まで知る者を「海
千○○千」と呼びます
ほかの道よりも距離が短く、目的地まで
早く行ける道
馬が引く人や荷物を運ぶためのもの
材木の表面を滑らせて、平らに削るた
めの大工道具
訴訟法上の用語で訴えられた方を「被
告」、訴えた方を「○○○○」と言い
ます
海や湖などで、岸から遠くはなれた場所
自分の代わりに足し算や引き算などを
やってくれる機械
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